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研究課題名  飲泉の実施に関する現状調査と健康への影響に関する研究 

研究成果の概要 

研究目的、研究計画、研究方法、研究経過、研究成果等について記述すること。必要に応じて用紙

を追加してもよい。（先行する研究を引用する場合は、「阪大生のためのアカデミックライティング

入門」に従い、盗作剽窃にならないように引用部分を明示し文末に参考文献リストをつけること。） 

【研究目的】 
飲泉は、広く一般に普及してはいないものの、飲泉場が各地に設けられており、飲用として温泉

水がインターネットで販売されているなど愛飲者は少なくない。しかしながら、飲泉による健康へ
の良好な影響が期待されているものの、具体的な健康への有用性や有害性に関する知見はほとんど
得られていない現状である。そのため医学的に飲泉活用の指導などは行われておらず、適正な飲泉
活用には至っていない。健康への積極的な飲泉活用のためには、医学的に適切な情報を整備し、広
く飲泉に関する情報提供を行う必要がある。現時点では、飲泉による身体への影響に関する報告が
僅かであるため、広範囲に飲泉体験調査を行い、温泉および飲泉の特性と人の健康への影響の相関
性を明らかとすることで、飲泉活用の適正化を図る。すなわち、温泉水を飲用することによる身体
への影響の有無や詳細について、第 1段階で温泉の性質に応じた身体への影響に関する仮説形成を
目的とする。今後、仮説をもとにした飲泉の医療分野への応用や、温泉の特性に合わせた飲泉を試
みることによって適正な飲泉の活用が期待できる。本課題では、まず飲泉活用の現状を把握するた
め、飲泉経験と身体への影響に関する情報を広く収集し、飲泉による健康への影響に関する他に類
を見ないデータベースを作成する。得られた情報から、飲泉に供する温泉の特性と人の健康への影
響を相関解析することで、飲泉の健康への影響を多方面から傾向評価し、飲泉活用の適正化を目的
とする。 

 
【研究方法】 
まず、飲泉に供する温泉の特性情報（温泉地、pH、泉質、成分、期待されている身体への影響な

ど）を網羅的に収集し、データベース化した。飲泉可能な温泉に関しては、日本温泉協会が公表し
ている温泉地一覧をもとに、各温泉地の公式ホームページ等で飲泉が認可されている温泉地の情報
を収集した。同時に、Web アンケートによって広範囲に飲泉体験調査を行い、飲泉による身体への
影響に関する情報を広く収集する。回答者の目標人数は、G*Power を用いた検出力検定によって、
χ二乗検定を想定した場合に、Effect Size 0.2、Power 0.95の場合にサンプルサイズは 700 弱であっ
たことから、目安として 1000人とした。回答結果は、解析ソフト JMPでロジスティック回帰分
析、χ二乗検定などでデータ解析・評価を行い、飲泉の特性と人の健康への影響因子の相関性を見
出す。具体的には、χ二乗検定では帰無仮説を「温泉の各特性とそれによる各疾病に対する身体へ
の影響の有無には関連性がない」、対立仮説を「関連性がある」としたうえで、アンケート回答結果
を温泉の特性ごと（泉質や成分、pH値等）に分類し、各疾病と疾病に対する身体への影響の有無の
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回答数からχ二乗値を計算し、その有意確率を算出する。ロジスティック回帰分析では、説明変数
を温泉の特性、目的変数を特性による身体への影響の有無、回帰変数を特性が効果の有無に及ぼす
影響の大きさとし、温泉水の特性の身体へ影響を及ぼす度合を解析する。相関性が認められた飲泉
の有用性、有害性については、飲泉経験者個人的感想の集計結果として同ホームページ上で公開す
る。 
 飲泉自体の認知度が低く、Webアンケートでは十分な回答数が得られない可能性を考慮して、飲
泉可能な温泉のある地域とその地域の疾病患者数の相関性の調査を実施する。まず、現時点での研
究により明らかになっている飲泉による疾病への身体効果を先行研究として調査する。次に行政機
関が公表している疾病ごとの市町村別患者数のデータを利用し、飲泉可能な温泉のある市町村と、
対照試験を目的として人口等の規模の類似した飲泉可能な温泉のない市町村について、調査した疾
病ごとの患者数を比較データベース化し、各疾病の患者数と飲泉の関連性について調査する。な
お、疾病患者数のデータは、環境省が公表している温泉水の飲用による身体への影響が示唆されて
いる以下の疾病に限定して調査するものとする。 
●萎縮性胃炎、便秘、胃十二指腸潰瘍、逆流性食道炎、耐糖能異常（糖尿病）、高尿酸血症（痛風）、
胆道系機能障害、高コレステロール血症、胃腸機能低下、鉄欠乏性貧血 
さらに、明らかに飲泉と身体への影響の相関性が認められた場合は、その生理的メカニズムの解

明可能性を検討し、今後の研究課題とする。  
 
【途中成果】 
本研究で実施するWeb アンケートは人を対象とするため、「人を対象とする研究審査申請」によっ

て現在申請中であるため、下記の通り構築し、データ収集段階である。Web アンケートなどによって
取得した情報解析は倫理審査承認後に行うものとする。 
1) 飲泉の特性情報をデータベース化した。 
※データベース一部抜粋 
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2) Web アンケート実施のホームページを作成し、回答の収集を開始した。現在徐々に回答数が伸び
てきており、飲泉に対する興味が一定数あることが伺えた。 

3) Webアンケートは下記内容の通りである。 
なおオプトアウトとして、アンケート回答者による回答情報の提供停止の希望も可能としている。 
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例１：「大阪府の温泉を飲用した」と回答する場合 

 
例２：「北海道の市販温泉水を飲用した」と回答する場合 

本アンケートの周知・さらなる回答の収集のために、リードプラス株式会社の Web サイトアクセ
ス増加サービス「オンライン広告_サイトアクセス増加パック G」を利用し、当初得られていなかっ
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た回答数が増加している。さらに、いくつかの飲泉可能な温泉地の旅館・温泉施設でのアンケートQR
コード用紙の施設利用者への配布、施設での掲示、そして飲用温泉水を販売する企業による温泉水購
入者へのアンケートQRコード用紙の送付により、飲泉を体験した人々への直接的なアンケートの周
知・回答収集を試みた。現時点で、以下の旅館・企業からの協力が予定されている。 

 
●旅館・温泉施設 
・肘折いでゆ館・肘折温泉カルデラ温泉館 
・三朝薬師の湯 万翠楼 
●温泉水販売企業 
・関平鉱泉所「関平鉱泉」 
・（有）ハヤシ商事「神泉の湯」 
・（株）桜島「樵のわけ前 1117」 
・山河亭観光有限会社「弥生の舞」 
 
【今後の展望】 
 現段階で WEB アンケートによる回答は一定数得られているが、現在倫理審査中であるため解析は
できていない。倫理承認後に目標とする回答数が得られ次第、順次回答結果について解析を行う。ま
た、温泉地域と厚生労働省の疾病患者数データを基にした疫学調査は同時進行で、さらに併せて行い
たいと考えている。 
 
 
【出典】 
“日本温泉協会「温泉名人」” https://www.spa.or.jp/ 
（参照 2023-12-4） 
環境省 . “あんしんあんぜんな温泉利用のいろは ”  https://www.env.go.jp/nature/onsen/pdf/2-
5_p_39.pdf 
（参照 2023-12-4） 
“飲泉研究会～飲泉の身体への影響について～” https://insenkenkyukai-oosakauniversity.com/ 
（参照 2023-12-7） 
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